
２月 14 日の河村たかし・名古屋市長の突然の「導水路事業容認への方針転換」に市民は驚いている。

今回の「方針転換」の理由とする河村市長の「新しい用途」なるものも、苦し紛れの単なる思いつき

としか考えられない。

河村・名古屋市長が今しなければならないことは「導水路撤退の行政手続き」である。

導水路建設容認という「方針転換」の愚に強く抗議する。

● そもそも「徳山ダム導水路」って？

－「導水路」問題のおさらい－

報告 武藤仁 （長良川市民学習会事務局長）

● 河村市長の『方針転換』という愚に抗議する！

－いま名古屋市がしなければならないこと－

報告 近藤ゆり子 （徳山ダム建設中止を求める会事務局長）

● 討論/在間正史（導水路愛知住民訴訟弁護団長） 粕谷志郎(長良川市民学習会代表・岐阜大学名誉教授）

コーディネータ：小林収（導水路はいらない！愛知の会共同代表）

参加者・市民の皆さんと質疑討論

日時：３月１８日（土）ｐｍ１：３０～４：００

会場：東別院会館２階（蓮・橘） 名古屋市中区橘２丁目８－４５

（地下鉄「東別院」駅から徒歩２分）

主催 導水路はいらない！愛知の会／長良川市民学習会／徳山ダム建設中止を求める会

（連絡先）090-3445-5913 加藤伸久 090-1284-1298 武藤仁

河村市長の『方針転換』という愚に抗議する
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徳山ダム導水路


